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「
み
ど
り
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
よ

う
」
を
テ
ー
マ
に
、
緑
に
対
す
る
自

分
の
思
い
を
「
ポ
ス
タ
ー
」
や
「
標

語
」
に
し
て
、
た
く
さ
ん
応
募
し
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
審
査
の
結
果
、
表
の
と
お
り

入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

入
賞
作
品
は
、
１１
月
１８
日
（
木
）

か
ら
、
区
役
所
な
ど
で
展
示
す
る
と

と
も
に
、ポ
ス
タ
ー
と
し
て
印
刷
し
、

区
内
の
掲
示
板
な
ど
に
掲
示
し
ま

す
。

小
学
生
の
部

最
優
秀
賞

森

大
海
（
青
南
小
学
校
５
年
）

※氏名の敬称は省略させていただきます。
※
各
会
場
の
展
示
終
了
日
は
、午
前
中
ま
で
で
す
。

８０
歳
で
２０
本
以
上
の
自
分
の
歯
が

残
っ
て
い
る
人
は
、
８０
歳
全
体
の
１７

％
（
平
成
１１
年
調
べ
）
と
い
う
の
が

現
状
で
す
。

区
で
は
、
９
月
１８
日
（
土
）
に
赤

坂
区
民
セ
ン
タ
ー
で
８
０
２
０
達
成

者
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

８
０
２
０
達
成
の
秘
け
つ

達
成
者
の
皆
さ
ん
の
特
徴
と
し

て
、
お
よ
そ
８
割
の
人
が
「
か
か
り

つ
け
歯
科
医
」
を
決
め
て
い
て
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
か
か
り
つ
け

歯
科
医
で
治
療
以
外
に
定
期
健
診
や

歯
石
除
去
等
の
予
防
的
処
置
を
受
け

て
い
ま
す
。

平
成
１３
年
に
区
民
を
対
象
に
行
っ

た
基
礎
調
査
で
は
、
６０
歳
以
上
の
人

で
か
か
り
つ
け
歯
科
医
が
い
る
人
は

お
よ
そ
１
割
ほ
ど
で
し
た
。

こ
の
差
は
、
８
０
２
０
達
成
の
大

き
な
ポ
イ
ン
ト
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

表
彰
式
に
出
席
し
た
最
高
齢
者

は
、
９１
歳
の
男
性
で
し
た
。
歯
の
本

数
が
最
も
多
か
っ
た
人
は
親
知
ら
ず

ま
で
全
部
そ
ろ
っ
て
３２
本
の
８０
歳
の

女
性
で
し
た
。
受
賞
者
の
平
均
の
歯

の
本
数
は
２５
本
と
、
食
事
を
ほ
と
ん

ど
困
る
こ
と
な
く
お
い
し
く
食
べ
ら

れ
、
こ
こ
に
も
健
康
長
寿
の
秘
け
つ

が
あ
る
よ
う
で
す
。

８
０
２
０
を
達
成
す
る
た
め
に

は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
の
生
活
習

慣
が
重
要
な
こ
と
か
ら
、
小
・
中
学

生
も
参
加
し
、
「
歯
の
健
康
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
行
い
ま
し
た
。

め
ざ
そ
う
！

８
０
２
０
達
成
者

１
人
で
も
多
く
の
区
民
の
皆
さ
ん

が
８
０
２
０
達
成
者
に
な
る
た
め

に
、
区
は
「
健
康
み
な
と
２１
」
で
、

全
身
の
健
康
を
は
じ
め
歯
の
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

区
で
は
平
成
１７
年
度
に
基
本
計
画

（
後
期
３
年
）
の
見
直
し
を
予
定
し

て
い
ま
す
。見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、

区
民
の
皆
さ
ん
の
視
点
を
大
切
に
し

た
「
区
民
に
身
近
な
区
政
運
営
」
を

進
め
る
た
め
、
区
民
と
区
が
と
も
に

考
え
る
懇
談
会
を
発
足
し
ま
す
。

基
本
計
画
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
の
勉
強
か
ら
始
め
、
だ
れ
で
も
気

軽
に
参
加
で
き
る
会
と
し
ま
す
。
ま

た
、
区
長
、
助
役
、
収
入
役
、
教
育

長
が
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
出
席
し
、

直
接
お
話
と
意
見
交
換
を
し
ま
す
。

対
象

１８
歳
以
上
の
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
者
で
継
続
し
て
参
加
で
き

る
人

募
集
人
数

２０
人
程
度
（
年

齢
等
考
慮
の
上
、
抽
せ
ん
）

申
込

書
の
送
付

電
話
で
企
画
課
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
郵
送
し
ま
す
。

申
し
込
み

申
込
書
に
応
募
理
由
等

必
要
事
項
を
書
い
て
、１１
月
２５
日（
木

・
必
着
）
ま
で
に
持
参
ま
た
は
フ
ァ

ッ
ク
ス
、
郵
送
で
、
〒
１０５
‐
８５１１

港

区
役
所
企
画
課
へ
。

※
保
育
、
手
話
通
訳
等
を
希
望
す
る

場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。な
お
、

来
年
度
は
地
域
別
の
懇
談
会
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。

緑
化
推
進
コ
ン
ク
ー
ル

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
入
賞
者
発
表

�
ポ
ス
タ
ー
の
部

氏 名
森 大 海（青南小5年）
佐 藤 友 愛（青南小4年）
五味原 里 紗（青南小3年）
福 田 みなみ（青南小6年）
三田村 彩 子（青南小4年）
田 中 淳 太（青南小1年）
清 水 朗 樹（高陵中3年）
神 平 梨 絵（青山中2年）
潘 芽具実（高陵中3年）
菊 田 健 人（高松中1年）
金 谷 朱見子（南青山在住）

賞
最優秀賞

優 秀 賞

佳 作

最優秀賞
優 秀 賞

佳 作

特 別 賞

部

小学生

中学生

一 般

問い合わせ
土
木
事
業
課
緑
化
推
進
係

�
内
線
２
３
３
１

明明
日日
のの
港港
区区
をを
みみ
んん
なな
でで
考考
ええ
よよ
うう

みみ
なな
とと
タタ
ウウ
ンン
フフ
ォォ
ーー
ララ
ムム

〜
参
加
者
募
集
〜

問い合わせ
企
画
課

�
内
線
２
０
８
６

ＦＡＸ
３
５
７
８
‐
２
０
３
４

問い合わせ
健
康
推
進
課
地
域
保
健
係

（
保
健
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

�
３
４
５
５
‐
４
７
７
２

展

示

期

間

展

示

会

場

１１
月
１８
日
�
〜
３０
日
�

区
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

１２
月
１
日
�
〜
１０
日
�

赤
坂
区
民
セ
ン
タ
ー
文
化
・
情
報
コ
ー
ナ
ー

１２
月
１１
日
�
〜
２１
日
�

高
輪
区
民
セ
ン
タ
ー
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▲区長からお一人ずつに

▲歯の健康フォーラムの様子

▲平成１６年度 ８０２０達成者表彰式

テ ー マ

基本計画と施政方針について

健康・子育て・高齢者福祉等
保健福祉施策について

都市開発・環境・ごみ減量等
街づくり施策について

コミュニティ・商店街、中小
企業振興等地域コミュニティ
施策について

学校教育・生涯学習等教育・
文化施策について

と こ ろ

港区役所

赤坂区民
センター

男女平等参
画センター

高輪区民
センター

麻布支所

と き

午
後
�
時
〜
�
時
３０
分

１２／１７�
平成１７年
１／１４�

２／３�

２／１８�

３／２５�

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

�
標
語
の
部

標 語

「育てよう 豊かなみどり
わがまちに」

「港区に みどりあふれる
安らぎを」

「あふれるみどり
みんなのえがお」

氏 名

五 條 久 蔵
（浜松町在勤）

山 田 彩 乃
（六本木中3年）

芝�湧一朗
（三田在住）

賞

最優秀賞

優 秀 賞

佳 作

中
学
生
の
部

最
優
秀
賞

清
水

朗
樹
（
高
陵
中
学
校
３
年
）

平成16年 
（2004年） 

FAX 3578-2034（区民広報課） 
http://www.city.minato.tokyo.jp

3578-2111（代） 

平成16年 
（2004年） 
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こ
の
調
査
は
、
毎
年
全
国
で
実
施

し
て
い
る
身
体
状
況
や
生
活
習
慣
調

査
の
東
京
都
民
分
を
ま
と
め
た
も
の

で
す
。
今
回
は
「
た
ば
こ
」
が
重
点

調
査
項
目
で
し
た
。
調
査
結
果
に
つ

い
て
、
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

�
回
答
者
の
８
割
以
上
は
、
た
ば

こ
が
健
康
に
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

�
朝
食
を
抜
く
と
カ
ル
シ
ウ
ム
な

ど
の
栄
養
素
が
不
足
し
ま
す
。

都
民
の
２
人
に
１
人
が
、
昼
食

に
は
外
食
を
利
用
し
、
全
国
に

比
べ
て
高
率
で
す
。

�
依
然
と
し
て
カ
ル
シ
ウ
ム
と
鉄

の
不
足
、
脂
肪
と
食
塩
の
摂
り

過
ぎ
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

�
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
・
B1
・
B2
の
３
割

は
、
ト
ク
ホ
（
特
定
保
健
用
食

品
）
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
（
特
定

の
栄
養
素
等
を
強
化
し
た
錠
剤

等
）
か
ら
摂
取
し
て
い
ま
す
。

た
ば
こ
と
健
康
に
つ
い

て
の
意
識
と
状
況

た
ば
こ
と
健
康
に
対
す
る
影
響
に

つ
い
て

「
た
ば
こ
が
健
康
に
与
え
る
か
も

し
れ
な
い
影
響
」
に
つ
い
て
、
「
と

て
も
気
に
な
る
」「
少
し
気
に
な
る
」

を
併
せ
て
、
８４
・
９
％
の
人
が
気
に

な
る
と
答
え
て
い
ま
す（
グ
ラ
フ
）。

受
動
喫
煙
と
健
康

「
人
の
た
ば
こ
の
煙
が
、
た
ば
こ

を
吸
わ
な
い
人
の
健
康
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
」
の
質
問

に
、
お
よ
そ
８０
％
の
人
が
、
「
肺
が

ん
」
や
「
妊
婦
へ
の
影
響
」
は
、
「
た

ば
こ
の
煙
を
吸
う
と
か
か
り
や
す
く

な
る
」
と
答
え
る
一
方
、
受
動
喫
煙

の
機
会
が
あ
る
人
の
う
ち
、
「
家
庭

や
職
場
で
、
ほ
ぼ
毎
日
」
と
答
え
た

人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
４
分
の
１
い
ま
し

た
。

喫
煙
状
況
に
つ
い
て

喫
煙
者
の
５０
％
以
上
の
人
が
「
毎

日
吸
う
」
と
答
え
て
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
、
「
禁
煙
を
試
し
た
こ
と
が
あ

る
人
」
は
男
女
共
に
「
全
て
の
年
代

で
半
数
以
上
」
い
て
、
「
禁
煙
を
試

し
た
こ
と
が
あ
る
回
数
」
は
、
５０
歳

代
男
性
が
「
４２
・
６
回
」
で
他
年
代

よ
り
多
く
、
「
禁
煙
を
試
し
た
人
」

の
う
ち
「
禁
煙
指
導
を
受
け
た
こ
と

の
あ
る
人
」
は
１０
％
で
し
た
。

食
事
・
食
生
活
の
状
況

朝
食
の
欠
食
状
況

１５
〜
１９
歳
女
性
の
５４
・
５
％
が
朝

食
を
欠
食
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

２０
〜
４０
歳
代
男
性
も
朝
食
を
欠
食
す

る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

昼
食
状
況

全
国
平
均
と
比
べ
て
外
食
に
依
存

す
る
傾
向
が
高
く
、
飲
食
店
３１
・

６
％
、
弁
当
な
ど
が
１２
・
７
％
で
し

た
。栄

養
素
等
の
摂
取
状
況

カ
ル
シ
ウ
ム
不
足

カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
は
、
２０
歳
代

が
最
も
不
足
し
て
お
り
、
必
要
量
の

約
７
割
し
か
摂
取
で
き
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

鉄
不
足

全
て
の
年
代
の
女
性
に
み
ら
れ
る

傾
向
で
、
不
足
し
て
い
る
人
の
２
割

は
必
要
量
の
半
分
も
摂
取
で
き
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

食
塩１

日
の
摂
取
量
は
あ
と
１
ｇ
減
ら

せ
ば
、
目
標
値
１０
ｇ
に
な
り
ま
す
。

脂
質
エ
ネ
ル
ギ
ー
比

東
京
都
は
全
国
よ
り
高
め
で
し

た
。ト

ク
ホ
等
の
摂
取
に
つ
い
て

ト
ク
ホ
（
特
定
保
健
用
食
品
）
や

サ
プ
リ
メ
ン
ト
（
特
定
の
栄
養
素
等

を
強
化
し
た
錠
剤
等
）
な
ど
は
適
切

に
摂
取
す
れ
ば
、
健
康
の
維
持
に
役

立
つ
反
面
、
過
剰
摂
取
な
ど
不
適
切

に
使
用
す
る
と
健
康
を
損
な
う
こ
と

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
摂
取
方
法

や
摂
取
量
等
の
表
示
を
よ
く
見
て
、

そ
の
食
品
に
期
待
す
る
保
健
等
の
効

果
、
食
品
特
性
を
充
分
に
理
解
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
必
要
な
栄
養
素

は
で
き
る
だ
け
食
事
か
ら
バ
ラ
ン
ス

よ
く
と
り
ま
し
ょ
う
。

※
調
査
結
果
の
詳
細
は
、
東
京
都
福

祉
保
健
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://w

w
w
.fukushihoken.

m
etro.tokyo.jp

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

「
東東
京京
都都
民民
のの
健健
康康
・・
栄栄
養養

状状
況況
調調
査査
（（
平平
成成
１１５５
年年
度度
））

結結
果果
」」
をを
おお
伝伝
ええ
しし
まま
すす

た
ば
こ
と
健
康
ま
め
知
識

他
人
の
た
ば
こ
の
煙
に
よ
る
健
康

被
害
は
、妊
婦
へ
の
影
響
を
は
じ
め
、

慢
性
影
響
と
し
て
の
肺
が
ん
だ
け
で

な
く
、
各
種
が
ん
や
虚
血
性
心
疾
患

の
リ
ス
ク
を
向
上
さ
せ
、
急
性
影
響

（
呼
吸
が
苦
し
く
な
る
、
涙
が
出
る
、

鼻
が
詰
ま
る
等
）
や
、
精
神
・
心
理

面
の
影
響（
不
快
感
や
ス
ト
レ
ス
等
）

も
与
え
て
い
ま
す
。

エ
イ
ズ
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
と
い
う
ウ
イ
ル
ス
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
感
染
症
で

す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
す
る
と
、
あ
ま

り
症
状
が
見
ら
れ
な
い
潜
伏
期
間
が

１０
年
間
ほ
ど
続
き
ま
す
。こ
の
間
に
、

体
内
で
は
徐
々
に
ウ
イ
ル
ス
が
増
殖

し
ま
す
。
そ
の
後
、
次
第
に
免
疫
力

が
低
下
し
、
健
康
時
に
は
か
か
ら
な

い
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
や
悪
性
腫

瘍
、
神
経
症
状
が
現
れ
ま
す
（
エ
イ

ズ
の
発
病
）
。

東
京
都
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・
エ
イ

ズ
患
者
報
告
数
は
、
１
日
１
人
以
上

の
ペ
ー
ス
で
増
え
て
い
ま
す
。
今
年

は
８
月
末
で
２
９
４
件
の
報
告
が
あ

り
、こ
の
ま
ま
で
い
く
と
今
年
は
、過

去
最
多
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

最
近
は
、
エ
イ
ズ
に
対
す
る
関
心

が
薄
れ
て
い
ま
す
が
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
誰

で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
な

ど
、ほ
か
の
性
感
染
症
に
か
か
る
と
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

エ
イ
ズ
は
完
治
で
き
ま
せ
ん
が
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ
り
、
発

症
ま
で
の
期
間
を
延
ば
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
ド
ー
ム
を
正

し
く
使
用
す
る
な
ど
で
予
防
で
き
ま

す
。エ

イ
ズ
予
防
月
間
を
き
っ
か
け

に
、
一
人
ひ
と
り
が
エ
イ
ズ
や
性
感

染
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
持

ち
、
予
防
に
向
け
た
行
動
を
と
り
、

偏
見
や
差
別
の
な
い
社
会
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

エエ
イイ
ズズ
検検
査査
とと
相相
談談
窓窓
口口

●
み
な
と
保
健
所
（
保
健
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
）
三
田
１
‐
４
‐
１０

�
３
４
５
５
‐
４
７
７
０

検
査
項
目

Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
性
感
染
症
抗

体
検
査（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
、梅
毒
、
ク
ラ
ミ
ジ

ア
、淋
病
）

検
査
日

原
則
と
し
て

月
２
回
第
１
・
３
木
曜
日
午
前
９
時

３０
分
〜
１０
時
３０
分

検
査
料

無
料

※
相
談
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
検
査
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

●
東
京
都
南
新
宿
検
査
・
相
談
室

渋
谷
区
代
々
木
２
‐
７
‐
８
東
京
南

新
宿
ビ
ル
３
階

Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
下
車

徒
歩
３
分

予
約
電
話
番
号

�
３
３
７
７
‐
０
８
１
１

検
査
項
目

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
（
予

防
月
間
中
は
性
感
染
症
検
査
も
実
施

し
ま
す
。
）

予
約
受
付
時
間

月
〜
金
曜
…
午
後
３
時
３０
分
〜
７
時

土
・
日
曜
…
午
後
１
時
〜
４
時
３０
分

※
予
防
月
間
中
の
１１
月
２３
日
（
火
・

祝
）
も
予
約
受
け
付
け
と
検
査
を

実
施
し
ま
す
。

※
予
防
月
間
中
の
土
曜
日
は
英
語
等

外
国
語
で
の
対
応
が
可
能
で
す
。

キキ
ャャ
ンン
ペペ
ーー
ンン
をを行行

いい
まま
すす

と
き

１１
月
２２
日（
月
）〜
２６
日（
金
）

と
こ
ろ

麻
布
支
所

内
容

パ
ネ

ル
展
示
等

※
１１
月
２３
日
（
火
・
祝
）
は
除
く
。

世世
界界
エエ
イイ
ズズ
デデ
ーー
キキ
ャャ
ンン

ペペ
ーー
ンン
（（
レレ
ッッ
ドド
リリ
ボボ
ンン

キキ
ャャ
ンン
ペペ
ーー
ンン
２２
００
００
４４
））

と
き

１１
月
２８
日（
日
）

と
こ
ろ

六
本
木
ヒ
ル
ズ
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

内
容

飯
島
愛
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
ほ
か

主
催

厚
生
労
働
省

区
で
は
、
健
康
づ
く
り
の
行
動
指

針
「
健
康
み
な
と
２１
」
を
策
定
し
、

１０
分
野
の
健
康
目
標
を
明
確
に
し
ま

し
た
。
「
住
む
人
、働
く
人
、学
ぶ
人

〜
み
ん
な
が
元
気
に
な
る
健
康
都
市

・
み
な
と
〜
」を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

「
た
ば
こ
対
策
」で
は
、「
港
区
受
動

喫
煙
防
止
対
策
優
良
施
設
制
度
」
を

開
始
す
る
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い

て
、
適
切
な
禁
煙
・
分
煙
対
策
を
講

じ
た
施
設
を
登
録
す
る
予
定
で
す
。

防
災
訓
練
等
で
活
躍
し
て

い
る
起
震
車
（
地
震
体
験

車
）
で
地
震
体
験
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

起
震
車
と
は
、
地
震
の
揺
れ
を
体

験
す
る
こ
と
の
で
き
る
車
で
す
。
地

震
の
揺
れ
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
地

震
発
生
時
に
慌
て
ず
に
行
動
す
る
力

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

昭
和
６３
年
に
区
に
導
入
し
た
起
震

車
は
、
昨
年
９
月
に
環
境
に
や
さ
し

い
天
然
ガ
ス
車
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

ま
し
た
。そ
の
後
の
こ
の
１
年
間
で
、

延
べ
利
用
回
数
は
１
０
０
回
を
超
え

て
い
ま
す
。
特
に
９
月
か
ら
１１
月
に

か
け
て
利
用
が
多
く
、こ
の
時
期
は
、

ほ
と
ん
ど
毎
日
利
用
さ
れ
て
い
る
状

況
で
す
。

各
町
会
・
防
災
会
や
事
業
所
等
の

防
災
訓
練
で
起
震
車
を
利
用
す
る
場

合
は
、
各
所
管
の
消
防
署
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
震
の
揺
れ
を
体
験
し
、
い
ざ
と

い
う
と
き
の
行
動
力
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

エ
イ
ズ
・
性
感
染
症
の
こ
と

１１
月
１６
日
〜
１２
月
１５
日
は

東
京
都
エ
イ
ズ
予
防
月
間
で
す

問い合わせ
健
康
推
進
課
健
康
づ
く
り
係

（
保
健
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

�
３
４
５
５
‐
４
９
２
８

問い合わせ
保
健
予
防
課
予
防
係
（
保
健
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）

�
３
４
５
５
‐
４
７
７
０

問い合わせ
芝
消
防
署

�
３
４
３
１
‐
０
１
１
９

麻
布
消
防
署

�
３
４
７
０
‐
０
１
１
９

赤
坂
消
防
署

�
３
４
７
８
‐
０
１
１
９

高
輪
消
防
署

�
３
４
４
６
‐
０
１
１
９

防
災
課
防
災
係

�
内
線
２
５
４
１
〜
３

ぼ
う
さ
い

み
な
と

新潟県中越地震被災者への義援金を受け付けています
次の窓口に募金箱を設置しています。寄せられた義援金は、日本赤十字社

を通じて被災者に届けます。
受付期間 １２月２８日（火）まで
受付場所 区役所、各支所、台場分室、各区民センター、男女平等参画セン

ター、生涯学習センター、青山生涯学習館、スポーツセンター、各
福祉会館、港南健康福祉館、各特別養護老人ホーム、高齢者在宅
サービスセンター（北青山・芝）、障害保健福祉センター、各図書館

※領収書が必要な場合は、区役所、各支所、台場分室で受け付けます。

保健福祉管理課活動推進係 �内線２３８０問い合わせ
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◆「広報みなと」は新聞（朝日・読売・毎日・日本経済・産経・東京）折り込みです。区の施設や、郵便局（赤坂・一ツ木通・麻布・芝・芝公園・新橋・高輪）、公衆浴場、区内都営
地下鉄駅などに置いてあるほか、希望する区民の皆さんに配達しています。また、「点字広報」、「声の広報」も発行していますので、ご利用ください。



講
座
・
催
し
物

お
知
ら
せ

★
講
話
と
料
理
実
習

「
環
境
を
考
え
た
家
庭
料
理
」

と
き

１１
月
１７
日
（
水
）
午
後
１
時

〜
３
時
３０
分

と
こ
ろ

男
女
平
等

参
画
セ
ン
タ
ー

内
容

�
中
華
丼

�
パ
ス
タ
和
風
サ
ラ
ダ
�
と
ろ
ろ
ラ

ー
メ
ン
�
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ

講
師

稲
川
貴
美
子
（
栄
養
改
善
普
及
会
理

事
）

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者

定
員

１８
人
（
電
話
で
先

着
順
）

費
用

６
０
０
円

持
ち

物

エ
プ
ロ
ン
・
ふ
き
ん
・
三
角
巾

・
筆
記
用
具

共
催

木
の
芽
会

★
食
肉
市
場
肉
料
理
講
習
会

と
き

１１
月
３０
日
（
火
）
午
前
１０
時

３０
分
〜
午
後
２
時
（
午
前
１０
時
１５
分

集
合
）

と
こ
ろ

男
女
平
等
参
画

セ
ン
タ
ー

内
容

講
義
「
食
肉
の

豆
知
識
」

調
理
実
習

�
ミ
ン
チ

カ
ツ
�
豚
肉
と
ご
ぼ
う
の
炒
り
煮
�

レ
バ
ー
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
（
カ
レ
ー
風

味
）

講
師

間
野
百
合
子
（
マ
ノ

料
理
学
園
園
長
）
・
東
京
都
中
央
卸

売
市
場
食
肉
市
場
業
務
衛
生
課
長

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

定
員

３０
人
（
電
話
で
先
着
順
）

費
用

５
０
０
円

持
ち
物

エ
プ

ロ
ン
・
ふ
き
ん
・
三
角
巾
・
筆
記
用

具

共
催

東
京
都
中
央
卸
売
市
場

食
肉
市
場

★
印
の
申
し
込
み

電
話
で
、
消

費
者
セ
ン
タ
ー
へ
。

�
３
４
５
６
‐
４
１
５
９

●
ロ
ッ
ク
講
座

「
２
０
０
４
年
ロ
ッ
ク
大
総
括
！
」

と
き

１１
月
２０
日
（
土
）
午
後
２
時

〜
４
時

と
こ
ろ

み
な
と
図
書
館

視
聴
覚
ホ
ー
ル

講
師

山
崎
洋
一

郎
（
音
楽
評
論
家
）

内
容

２
０

０
４
年
の
ロ
ッ
ク
・
シ
ー
ン
を
ふ
り

返
る

定
員

１
０
０
人
程
度
（
先

着
順
）

※
会
場
が
満
員
の
場
合
、
入
場
を
お

断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
い
合
わ
せ

み
な
と
図
書
館
視
聴

覚
係

�
３
４
３
７
‐
６
６
２
１

●
区
民
の
た
め
の
健
康
教
室
（
高
齢

者
向
け
）「
三
大
成
人
病
に
つ
い
て
」

と
き

１１
月
２０
日
（
土
）
午
後
２
時

〜
３
時

と
こ
ろ

南
麻
布
福
祉
会

館

講
師

馬
場
繁
二
（
港
区
医
師

会
理
事
）

対
象

区
内
在
住
・
在

勤
者

定
員

８０
人
（
先
着
順
）

共
催

港
区
医
師
会

申
し
込
み

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
い
合
わ
せ

�
港
区
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー�

５
２
３
２
‐
９
６
８
１

●
介
護
者
教
室
「
高
齢
者
施
設
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

と
き

１１
月
２０
日（
土
）午
後
１
時
３０

分
〜
３
時
３０
分

と
こ
ろ

北
青
山

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

講
師

港
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
お
よ
び
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

職
員

定
員

２０
人
（
電
話
で
先
着

順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１１
月
１１

日（
木
）午
前
１０
時
か
ら
電
話
で
、
北

青
山
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
へ
。

�
５
４
１
０
‐
３
４
１
０

●
介
護
者
教
室

「
痴
呆
高
齢
者
へ
の
対
応
に
つ
い

て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」

と
き

１１
月
２７
日
（
土
）
午
前
１０
時

３０
分
〜
正
午

と
こ
ろ

芝
高
齢
者

在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

講
師

井
上
祐
紀
（
精
神
科
医
師
）

定
員

１０
人
（
電
話
で
先
着
順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１１
月
１１

日
（
木
）
午
前
１０
時
か
ら
電
話
で
、

芝
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

へ
。

�
５
２
３
２
‐
０
８
４
８

●
園
芸
講
座
「
多
肉
植
物
を
つ
か
う

ミ
ニ
盆
栽
風
鉢
植
え
」

と
き

１２
月
２
・
３
日
（
木
・
金
）

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

と
こ
ろ

男
女
平
等
参
画
セ
ン
タ
ー

講
師

桜
井
廉
（
日
本
園
芸
普
及
協
会
技
術

委
員
長
）

対
象

区
民

定
員

各
日
４０
人
（
抽
せ
ん
）

費
用

１

０
０
０
円
（
教
材
費
の
一
部
）

申
し
込
み

は
が
き
に
「
園
芸
講
座

参
加
希
望
」
・
希
望
日
（
２
日
か
３

日
ど
ち
ら
か
１
日
）
・
住
所
・
氏
名

・
年
齢
・
電
話
番
号
を
書
い
て
（
記

載
漏
れ
の
場
合
は
無
効
）
、
１１
月
２５

日
（
木
・
必
着
）
ま
で
に
〒
１０５
‐
８５１１

港
区
役
所
土
木
事
業
課
緑
化
推
進
係

へ
。

�
内
線
２
３
３
１

●
郷
土
資
料
館
古
文
書
教
室

「
古
文
書
を
読
も
う
」（
初
・
中
級
）

く
ず
し
字
の
読
み
方
だ
け
で
な

く
、
江
戸
時
代
の
史
料
を
通
し
て
歴

史
へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
学
び
ま
す
。

と
き

１２
月
７
・
１０
・
１４
・
１７
・
２１

日
（
火
・
金
曜
、
全
５
回
）
午
後
６

時
〜
７
時
３０
分

と
こ
ろ

三
田
図

書
館
３
階
集
会
室

講
師

港
区
教

育
委
員
会
文
化
財
保
護
調
査
員

対

象

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
で

古
文
書
に
興
味
の
あ
る
人

定
員

３０
人
（
抽
せ
ん
）

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に
「
古
文

書
教
室
希
望
」
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
（
在
勤
・
在
学
者
は
勤
務

先
・
学
校
名
も
）
を
書
い
て
１１
月
２５

日（
木
・
必
着
）ま
で
に
、〒
１０８
‐
００１４
港

区
芝
５
‐
２８
‐
４

港
郷
土
資
料
館

へ
。

�
３
４
５
２
‐
４
９
６
６

●
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座

と
き

平
成
１７
年
１
月
２７
日
（
木
）

午
後
６
時
３０
分
〜
８
時
３０
分

と
こ

ろ

港
勤
労
福
祉
会
館

講
師

�

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
ポ
ー
ト
専
属
講
師

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の
中
小
企

業
勤
労
者

定
員

１５
人（
抽
せ
ん
）

費
用

１
５
０
０
円

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に
、
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
勤
務
先
（
自
営
業

は
店
名
）
・
勤
務
先
所
在
地
・
自
宅

お
よ
び
勤
務
先
電
話
番
号
を
書
い
て

１２
月
１１
日
（
土
・
必
着
）
ま
で
に
〒

１０８
‐
００１４
港
区
芝
５
‐
１８
‐
２

�
港

区
勤
労
者
サ
ー
ビ
ス
公
社
管
理
担
当

課「
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座
」

係
へ
。

�
３
４
５
５
‐
６
３
８
１

●
理
学
療
法
士
・
保
健
師
臨
時
職
員

募
集

職
種

�
理
学
療
法
士
�
保
健
師

勤
務
日

�
毎
週
月
曜
日
�
毎
週
火

・
木
曜
日
（
い
ず
れ
も
平
成
１７
年
３

月
３１
日
ま
で
）

勤
務
内
容

障
害

者
に
対
す
る
相
談
・
指
導
・
訓
練
業

務

募
集
人
員

�
�
と
も
１
人

勤
務
場
所

障
害
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

電
話
で

障
害
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
業
係

へ
。

�
５
４
３
９
‐
２
５
１
１

●
は
り
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス

と
き

１２
月
７
・
８
日
（
火
・
水
）

と
こ
ろ

青
山
福
祉
会
館

対
象

６５
歳
以
上
の
区
民

定
員

６０
人

費
用

１
０
０
０
円

申
し
込
み

電
話
で
１１
月
１５
日（
月
）

（
土
・
日
曜
を
除
く
）
ま
で
に
、
青

山
福
祉
会
館
へ
。

�
３
４
０
３
‐
２
０
１
１

●
「
長
寿
を
祝
う
集
い
」
収
録
ビ
デ

オ
を
貸
し
出
し
ま
す

９
月
１７
日
（
金
）
に
行
っ
た
「
長

寿
を
祝
う
集
い
」
の
様
子
を
収
録
し

た
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
貸
し
出
し
て
い

ま
す
。
ご
覧
に
な
り
た
い
人
は
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

貸
し
出
し
期
間

１
人
１
週
間
程
度

※
先
着
順
に
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す

の
で
、
受
付
後
し
ば
ら
く
お
待
ち

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

対
象

区
民

申
し
込
み

電
話
で
、
高
齢
者
支
援

課
高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
係
へ
。

�
内
線
２
３
９
４
〜
８

●
麻
布
保
育
園
で
０
歳
児
保
育
を
始

め
ま
す

開
始
月

平
成
１７
年
１
月

対
象

平
成
１５
年
４
月
２
日
〜
平
成
１６
年
１０

月
１
日
に
生
ま
れ
た
児
童

定
員

３
人

※
麻
布
保
育
園
は
改
築
の
た
め
、
仮

園
舎
（
六
本
木
５
‐
６
‐
２１
）
に

移
転
し
ま
し
た
。

申
し
込
み

保
育
課（
区
役
所
２
階
）

・
各
支
所
・
各
区
立
保
育
園
に
置
い

て
あ
る
入
所
申
込
書
（
在
園
者
で
転

園
希
望
者
、
ま
た
は
す
で
に
入
園
の

申
請
が
お
済
み
で
追
加
希
望
の
人

は
、
変
更
届
）
を
書
い
て
、
１２
月
１０

日
（
金
）
ま
で
に
直
接
保
育
課
入
園

相
談
係
ま
た
は
各
区
立
保
育
園
へ
。

問
い
合
わ
せ

保
育
課
入
園
相
談
係

�
内
線
２
４
４
２
・
３
、

２
４
４
８
・
９

●
み
な
と
障
害
者
ネ
ッ
ト
を
１０
月
２９

日
に
開
設
し
ま
し
た

み
な
と
障
害
者
ネ
ッ
ト
は
、
音
声

ソ
フ
ト
を
使
用
し
て
い
る
人
に
も
分

か
り
や
す
く
作
成
さ
れ
た
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
す
。
障
害
者
福
祉
、
障
害
者

が
受
給
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
、
障
害
者

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
に
関
す
る
情

報
等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

障
害
者
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
わ
る
区
民

の
意
見
、
苦
情
、
要
望
を
Ｅ
メ
ー
ル

で
受
け
付
け
し
、対
応
し
て
い
ま
す
。

区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://w

w
w
.city.m

inato.tokyo.jp

か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

障
害
者
福
祉
課
障
害

者
福
祉
係

�
内
線
２
３
８
６
〜
９
、
２
６
９
４

●
街
づ
く
り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
検
討

委
員
会
委
員
（
区
民
委
員
）
募
集

現
在
区
で
は
、
街
づ
く
り
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
改
定
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
区
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反

映
す
る
た
め
、
区
民
参
加
の
検
討
委

員
会
を
設
置
し
ま
す
。

対
象

区
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上

住
ん
で
い
る
区
民
で
、
区
の
都
市
計

画
に
関
心
が
あ
り
、
平
成
１６
年
１２
月

１
日
現
在
２０
歳
以
上
の
人

定
員

３
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
１２

月
６
日
（
月
）
午
前
１０
時
か
ら
区
役

所
９
階
会
議
室
で
公
開
抽
せ
ん
）

任
期

１２
月
〜
平
成
１８
年
３
月

委

員
会
の
構
成

区
民
、
学
識
経
験
者

の
１０
人

検
討
委
員
会
の
開
催

区

役
所
で
、
平
日
の
夜
開
催
（
第
１
回

１２
月
１６
日
（
木
）
午
後
６
時
〜
８
時
）

※
今
年
度
は
、
４
回
程
度
開
催
す
る

予
定
で
す
。

申
し
込
み

郵
送
で
、
「
港
区
街
づ

く
り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
検
討
委
員
会

応
募
」
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
電
話
番
号

・
応
募
理
由
（
４
０
０
字
程
度
）
を

書
い
て
、
１１
月
２５
日
（
木
・
必
着
）

ま
で
に
〒
１０５
‐
８５１１

港
区
役
所
都
市

計
画
課
総
合
計
画
担
当
へ
。

区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://w

w
w
.city.m

inato.tokyo.jp

か
ら
も
受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
総
合
計

画
担
当

�
内
線
２
２
１
０
・
１

●
都
市
計
画
事
業
の
認
可
に
つ
い
て

８
月
５
日
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ

た
港
南
公
園
（
港
南
４
丁
目
７
番
地

内
）
に
つ
い
て
、
１０
月
１
日
付
で
事

業
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
認
可
に

関
す
る
図
書
を
縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
場
所

土
木
事
業
課
事
業
用
地

係
（
区
役
所
５
階
）

問
い
合
わ
せ

土
木
事
業
課
事
業
用

地
係

�
内
線
２
３
３
８
・
９

来
年
は
港
区
平
和
都
市

宣
言
２０
周
年
〜「
平
和

ひ

の
灯
」を
設
置
し
ま
す

区
が
昭
和
６０
年
に
平
和
都
市
宣

言
を
し
て
か
ら
、
来
年
で
２０
周
年

を
迎
え
ま
す
。こ
れ
を
記
念
し
て
、

核
兵
器
の
廃
絶
と
平
和
の
願
い
を

こ
め
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
る

ひ

「
平
和
の
灯
」
を
、
区
立
芝
公
園

に
設
置
す
る
準
備
を
始
め
ま
す
。

今
後
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
な
る
よ

う
に
、
デ
ザ
イ
ン
の
ア
イ
デ
ア
を

募
集
す
る
予
定
で
す
。

�
長
崎
市
に
あ
る
「
誓
い
の
火
」
。

各
地
に
あ
る
平
和
の
願
い
を
こ
め
た

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
ひ
と
つ
で
「
長
崎

を
最
後
の
被
爆
地
と
す
る
」
と
い
う

願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
広
島

市
、
福
岡
県
星
野
村
な
ど
で
も
同
様

の
火
が
灯
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
費
用
の
表
記
が
な
い
も
の
は
、
す

べ
て
無
料
で
す
。

※
区
役
所
へ
の
郵
便
は
、
郵
便
番
号

と
宛
て
先（
〒
１０５
‐
８５１１

港
区
役
所

○
○
課
）
で
届
き
ま
す
。

※
講
師
等
の
氏
名
の
敬
称
は
、
省
略

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
FAX
３
５
７
８
‐
２
０
３
４
へ
。

問い合わせ
人
権
・
男
女
平
等
参
画
担
当

�
内
線
２
０
２
５
〜
７

◆港区スポーツセンター・区民センター・男女平等参画センター・健康増進センター・生涯学習センター・青山生涯学習館のお知らせは、毎月５日発行の港区スポーツふれあい
文化健康財団ニュース「 」に掲載されています。�5770－6837 FAX5770－6884 http : //www.kissport.or.jp
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安 
心 
コ 
ラ 
ム 

み 
ん 
な 
と 

�

問い合わせ
地
域
活
動
支
援
課
地
域
振
興
係

�
内
線
２
５
３
０
〜
３

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
あ
わ
せ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
用
意
し
て
い
ま
す
。
「
家
事
を
援

助
し
て
ほ
し
い
」
「
子
ど
も
を
少
し

の
間
預
け
た
い
」
な
ど
、
ち
ょ
っ
と

し
た
用
事
や
、
病
気
な
ど
で
お
困
り

の
と
き
は
、
気
軽
に
次
の
サ
ー
ビ
ス

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

妊
娠
中
や
出
産
直
後
の
サ
ー
ビ
ス

買
い
物
や
家
事
の
援
助
が

ほ
し
い
と
き
…
…
…
…
…
…
…
…
…

「
妊
娠
出
産
時
家
庭
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
」
を
利
用
で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
、
ご
自
宅
に
派

遣
し
ま
す
。

出
産
後
の
サ
ー
ビ
ス

「
通
院
し
た
い
」
「
美
容
室
に
行
き

た
い
」
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

で
活
動
し
た
い
」
な
ど
で
一
時
的
に

子
ど
も
を
預
け
た
い
と
き
…
…
…
…

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の

「
み
な
と
ほ
っ
と
ル
ー
ム
」
で
、
４

カ
月
以
上
の
乳
幼
児
を
１
日
４
時
間

以
内
で
お
預
か
り
し
ま
す
。

冠
婚
葬
祭
や
突
然
の
入
院
等
で
、
一

時
預
か
り
で
は
足
り
な
い
と
き
…
…

「
港
区
乳
幼
児
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
１
泊
２
日
か

ら
１
週
間
ま
で
乳
児
院
で
お
預
か
り

し
ま
す
。

「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」に
ご
用
心

最
近
、
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
と
呼

ば
れ
る
詐
欺
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
や
孫
を
装
っ
て「
お
れ
だ
よ
、

お
れ
」な
ど
と
言
っ
て
電
話
が
か
か

っ
て
き
ま
す
。
電
話
を
受
け
、
相
手

が
名
前
を
名
乗
ら
な
い
う
ち
に
、う

っ
か
り「
あ
あ
、
○
○
ち
ゃ
ん
な
の

！
」
な
ど
と
、
子
ど
も
や
孫
の
名
前

を
言
っ
て
し
ま
う
と「
実
は
ね
…
」と

言
っ
て
、
交
通
事
故
を
起
こ
し
て
示

談
金
が
必
要
、
借
金
の
取
り
立
て
に

困
っ
て
い
る
、な
ど
の
理
由
で
、す
ぐ

に
お
金
を
振
り
込
ん
で
欲
し
い
と
言

っ
て
き
ま
す
。

電
話
を
受
け
た
人
は
、
電
話
の
内

容
を
信
じ
て
し
ま
い
、
指
定
さ
れ
た

口
座
に
お
金
を
振
り
込
ん
で
だ
ま
し

取
ら
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
わ
け
で

す
。ま

た
、
警
察
官
や
保
険
会
社
、
弁

護
士
な
ど
を
装
っ
て
「
○
○
警
察
署

交
通
課
の
○
○
で
す
」
な
ど
と
、
電

話
を
か
け
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

被
害
を
防
止
す
る
た
め
に
、
必
ず

次
の
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
電
話
を
受
け
た
ら
あ
わ
て
な
い

●
す
ぐ
に
お
金
は
振
り
込
ま
な
い

●
必
ず
相
手
に
名
前
を
言
わ
せ
る

●
家
族
や
孫
、
本
人
に
連
絡
し
て
、

事
実
を
確
か
め
る

●
最
寄
り
の
警
察
署
に
確
認
す
る

警
察
は
示
談
の
仲
介
は
絶
対
に
し

ま
せ
ん
。ま
た
、弁
護
士
や
保
険
会
社

が
事
故
直
後
に
示
談
金
の
振
り
込
み

を
す
す
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

区
内
の
被
害
状
況
（
今
年
９
月
末
現

在
）

３７
件
発
生

被
害
金
額

８
２
７
７
万
円

区
民
保
養
施
設
テ
レ
ホ
ン
サ

ー
ビ
ス
の
一
時
停
止

音
声
シ
ス
テ
ム
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
た
め
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
一
時

停
止
し
ま
す
。

と
き

１１
月
１６
日
（
火
）
午
後
１
時

〜
４
時
※
停
止
時
間
は
、
当
日
の
状

況
に
よ
り
多
少
前
後
す
る
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保 健 だ よ り
5－16－45
1－4－10
4－18－13

六本木
三 田
赤 坂

生活衛生センター
保健サービスセンター
健診センター（健診時のみ開場）

みなと保健所〈 〉各センターの所在地

診療時間 は午前 9 時～午後 5 時
診療時間 ★ は午後 5 時～午後10時休日診療

3407－0076
3455－6121
3431－1044
5443－6065
3583－8177

3455－4927

※電話がかかりにくい場合は、下記の診療案内へ

� 3212－2323（毎日24時間）
短縮ダイヤル「♯7119」

� 5272－0303（毎日24時間）

《港区休日くすり何でもテレホン》 対応時間：午前9時～午後2時

5156－9916
※電話がかかりにくい場合は、 � 090－9378－7915 午前9時～午後2時（休日）
《夜間対応当番薬局》 � 090－3690－3102 午後8時～午前8時（毎日）

三田1－4－10
保健サービスセンター3階

西麻布2－24－12
芝5－27－1
芝大門1－11－2 三条マンション101号
麻布十番2－8－10 麻布松屋ビル3階
麻布十番1－11－16

虎ノ門1－11－11 七久保ビル1階

東京消防庁テレホンサービス

東京都保健医療情報センター

いずみ調剤薬局

港区休日歯科応急診療所

岡部医院（内）
鈴木胃腸病院（外・内）
光武歯科医院（歯）
綱島歯科クリニック（歯）
★麻布医院（内・外）

11月14日（日）

薬の相談

診療
案内

１１
月
１４
日（
日
）

●乳がん検診・子宮がん検診、歯周疾患予防健診
歯周疾患予防健診

25歳以上50歳以下の
人で、現在歯科治療中で
ない人
12月25日（土）まで

区内指定医療機関
歯の健診・歯周の健診

はがきまたは電話でお申し込みください。はがきの場合は、希望健（検）診名・
氏名（フリガナ）・住所・生年月日・性別・電話番号を書いてお送りください。
※乳がん検診・子宮がん検診の受診票の郵送取り扱いは11月19日（金）受付
分までです。お急ぎの場合は直接保健サービスセンターへおいでください。

〒108－0073 港区三田1－4－10 保健サービスセンター
健康推進課健康づくり係 �3455－4928

子宮がん検診
30歳以上の女性で不正
性器出血等の自覚症状の
ない人

11月30日（火）まで

問診・視診・細胞診

乳がん検診

30歳以上の女性

問診・視診・触診

対 象

と き
と こ ろ
内 容

申 し 込 み
問い合わせ

●胃・大腸がん検診、肺がん検診
肺がん検診（12月分）

お申し込みの際に、12月の中で第1・第2・第3希望日（土・日曜、祝日を除く）を申し出てください。
可能な限りご希望の検診日を優先します。

胃・大腸がん検診と肺がん検診の両方を受診する人の受付時間は胃・大腸がん検診と同じになります。

検診受付：午後2時～3時30分
35人（電話で先着順）
40歳以上の区民

こころとからだの元氣プラザ（千代田区飯田橋3－6－5）【ＪＲ・地下鉄飯田橋駅徒歩1分】

11月11日（木）から電話で、健康推進課健康づくり係へ。（保健サービスセンター）
�3455－4928 受付時間：午前9時～午後5時

※定員になり次第締め切らせていただきますので、ご了承ください。

胃・大腸がん検診（12月分）

検診受付：午前8時30分～9時30分
50人（電話で先着順）
35歳以上の区民

検 診 名

と き

定 員
対 象
と こ ろ

申し込み

●新米ママ健康相談

妊娠中および出産後1年以内の区民

妊娠・出産・産後の体調、母乳、
乳房管理等について

助産師による家庭訪問

産前1回、産後1回

電話で、健康推進課地域保健係へ。
（保健サービスセンター）
�3455－4772

対 象

相談内容

相談方法

相談回数

申し込み

●マンモグラフィ（乳房撮影）検査
次のいずれにもあてはまる人
○40歳以上の本年度偶数年齢になる女性（例えば本年度40歳、52歳、68歳
などの人です。）
○港区の乳がん検診で異常なしと診断された人で希望する人

12月24日（金）まで
こころとからだの元氣プラザ（千代田区飯田橋3－6－5）

【ＪＲ・地下鉄飯田橋駅徒歩1分】
一部負担金1,000円が必要です。マンモグラフィ検査の受け付け時にお支払い
ください。なお、非課税世帯、生活保護世帯の人は負担金免除の制度を利用でき
ますので申し込み時に申請してください。
乳がん検診を受診後、上記条件にあてはまる人は、乳がん検診受診票に同封され
ている専用はがきに必要事項を書いてお送りください。

〒108－0073 港区三田1－4－10 保健サービスセンター
健康推進課健康づくり係 �3455－4928

対 象

と き

と こ ろ

費 用

申 し 込 み
問い合わせ

●すくすく育児相談
11月25日（木）午後1時30分～2時30分

保健サービスセンター
身長・体重測定と発達・発育・栄養・
心理・言葉・育児等の相談

区内在住の乳幼児と保護者
健康推進課地域保健係へ。
（保健サービスセンター）
�3455－4772

※申し込みは必要ありません。
直接会場へお越しください。

と き
と こ ろ

内 容

対 象

問 い
合 わ せ

●精神障害者社会復帰援助事業（デイケア）

毎週金曜日
午前9時30分～正午

保健サービスセンター

〇こころの病気がある人が、社会
や家庭でより自立した生活を送
れるように、社会復帰の援助を
しています。
〇創作活動・各種教室・レクリエ
－ション・スポーツなどを通じ
た集団生活指導を行っていま
す。

区内在住で、こころの病気がある人

電話で、健康推進課地域保健係へ。
（保健サービスセンター）
�3455－4772

と き

と こ ろ

内 容

対 象

申 し 込 み
問い合わせ
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成人健康診査はお済みですか？

成人健康診査（46歳以上の区民対象）の実
施は11月30日（火）で終了します。
これから受診する人は早めに指定医療機関に
受診できる日を確認のうえ、お出かけくださ
い。検診は受診票がないと受診できません。
受診票をお持ちでない人は早めに下記へご連
絡ください。お急ぎの場合は直接窓口へおい
でください。（受付時間：午前8時30分～
午後5時15分）

港区三田1－4－10
保健サービスセンター
健康推進課健康づくり係
�3455－4928

申 し 込 み
問い合わせ

●骨粗しょう症検診
12月16日（木）午後1時15分～2時30分

健診センター

問診・身長体重計測・骨密度測定、
診断・保健栄養指導

18歳以上の区民
※現在骨粗しょう症で治療中の人、
過去2年以内に検査を受けたこ
とのある人はご遠慮ください。

35人（電話で先着順）

電話で、健康推進課健康づくり係へ。
（保健サービスセンター）
�3455－4928

受付時間：午前9時～午後5時

と き

と こ ろ

内 容

対 象

定 員

申し込み

●『うさちゃんくらぶ』参加者募集
～保護者と赤ちゃんの集まりです～

12月1日・15日・1月26日（水・
全3回） 午後1時30分～3時（午
後1時受付）

保健サービスセンター
自己紹介や情報交換、ミニ講話
を通じて、保護者と赤ちゃんのお
友達づくりをします。
区民で平成16年9～10月生まれ
の第1子とその保護者

50組（電話で先着順）
バスタオル、そのほか赤ちゃんに必要なもの
電話で、11月26日（金）までに、健
康推進課地域保健係へ。
（保健サービスセンター）
�3455－4772

と き

と こ ろ

内 容

対 象

定 員
持 ち 物

申し込み

古紙配合率100％再生紙を使用しています。 
白色度70％ 
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